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最初に挙げた強さ(デュナーミク)の伝達に関しては，以前に行った研究(中村・難波 1982 ， Nakamura 1987 , 
Nakamura 1989) を引用して，序章において論じた。この研究は Fesch 作 sonata in G major の第1 ，第2楽章の演奏
をテレマンアンサンプルのメンバーである3人のフ。ロの演奏家に依頼して行ったものである。この演奏音を刺激とし











































1)概念としての調のイメージの測定， 2) 調の異なる演奏音を聞いて感じられる印象の測定， 3) 演奏音を聞いてそ
の調を判断する実験である。
結果によると，1)概念としての調のイメージはかなり分化している。特に，長調と短調の別は明白であった。 2)
演奏音を聞いて受ける感じは，曲目によって明白な特徴がみられた。一般学生群，音楽専攻生群ともほぼ同じ形のプ
ロフィールが得られた。しかし，一般学生群では調を変えても演奏音に対する印象はあまり変化しなかったが，音楽
専攻生の結果は演奏音の調が異なると印象にかなりの差が現われた。演奏音の調を判断する実験の結果から，音楽専
攻生は演奏音を間いてその調をかなり正しく答えることができるとわかった。したがって，彼らの場合は音から受け
-33-
る印象のみならず概念として持っている調のイメージに基づいて評定した結果，差が生じたと考えられる。また，移
調に伴う音高変化の影響もみられた。
調に対する伝統的な考えは根強く残っているが，実際に各々の調に特別の性格があると断定するのは無理なようで
ある。音楽的経験，音楽的教育の結果として形成されたのであろうと思われる調に対するイメージは，それを共有す
る範囲内で作曲者一演奏者一聴取者間の意図の伝達に貢献し得るであろう。
以上，音響的側面とイメージや印象の側面の二つに分けて，作曲者一演奏者一聴取者間の伝達を検討してきたが，
両者が独立しているわけではな L、。相互に影響しつつ音楽の場を形成している。また，従来はこれらの側面しか挙げ
られず，呼吸については単に音楽が聴取者に与える生理的影響として若干の研究例があるにすぎな L、。しかし，演奏
者一聴取者間の伝達において重要な意味をもつことが本研究の結果から明らかである。意図がうまく伝わったために
呼吸が合い，呼吸が合ったために意図が更にうまく伝わる。呼吸の伝達を通して演奏者一聴取者間の意図の伝達の相
互作用・相乗作用が深まる過程を確かめることが今後の課題である。そのような研究を“間"に焦点を据えて展開
してゆきたし、。しかしながら，第IV章結語において“間"について展望した通り，われわれが“間"という言葉で
表現する内容はあまりにも広l\o 研究対象を時間的・音響的な“間"に限定するとしても，いわくいい難いとされ
てきた，神秘的に扱われ過ぎてきた感のある“間"をどこまで科学的に追及できるか。これは極めて難題であると
いえよう。とはいえ，本論文における音楽の時間的側面に関する研究は， “間"の定量的研究の可能性を示した。
“間"の実験心理学的研究を通して，情報の送り手と受け手の問の意図の伝達の研究を進展させたい。
論文審査の結果の要旨
本論文は，作曲一演奏-観賞の経過を辿る音楽行動を， r意図の伝達」という切り口により，分析・吟味したもの
である。
一般に音楽の伝達内容は，①音楽の持つ旋律や音の強弱やテンポといった音響的側面と，②音楽が呼び起こすイメー
ジや印象といった側面が存在するが，本論文はこれら両側面を取り扱っている。全体は4章から成り，第1章において
導入的考察が，第2章において上述①の検討が，第3章において上述②の検討が，第4章において， r間」に関する展望
を中心にした全体的考察が，なされている。
この内，第2章で検討された音楽の時間表現と伝達の問題は示唆に富む貴重な成果を提供している。ここでは，演
奏時間における楽譜からの逸脱の問題を糸口にして，より一般的な概念である「間」の問題が検討されているが，
「呼吸J や「精神テンポ」といった身体的要因が「間」の出現に媒介していることを実験的に示すなど，従来の研究
には見られない新しい発見を行ったことは高く評価される。さらに この種の「芸術的J 問題に対し，定性的ではな
く定量的に接近できる可能性を示したことも将来のさらなる研究の発展を促す意味で十分な評価に値する。
また，第3章では標題音楽における「標題」が，また「調」というものが，音楽的印象に及ぼす効果が徹密な実験デ
ザインの下に検討されている。その結果，かなり限定された効果しか認められないことが明らかにされている。この
ことは，どちらかと言えば十分な「一般的」効果の存在を想定していた「直感的常識」を見事に覆しており，その学
術的貢献は大きい。
以上のように，本論文は，その独創性，成果，将来性において高い学術的価値を有するものと考えられる。よって，
審査委員会は本論文が博士(人間科学)の学位授与に十分に値するものと判定した。
